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[image: image1]ヤマビルの防除について　　　
１　ヤマビルについて
市内の丹沢大山に隣接する地域では、最近、ヤマビルによる吸血被害が多発しています。ヤマビルはシカ・イノシシ・犬・猫・人間などを吸血し、日陰・枯れ葉の下・草むら・動物のフンの多い所に生息しています。
特に、６月から10月までがヤマビルの活動に最も適した時期と考えられ、特に雨中、雨後の活動は活発です。
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2　ヤマビルに吸血された場合の処置について
　・吸血しているヒルをすぐに除去する。タバコの火を付けたり、塩をかけるのが効果的。
　・除去したヒルは必ずその場で死亡させる。
　・ヒルは吸血時に、痛みをなくし血液の凝固を妨げる「ヒルジン」という物質を出すため、傷口から血を押し出すようにして「ヒルジン」をしぼり出す。
・傷口を流水で洗うか、アルコールなどで消毒する。

・虫さされ用軟膏などを塗布し、バンソウコウで傷口をふさいでおく。

3　ヤマビルを寄せ付けないための方法
　吸血されないために・・・
　☆服装の注意

・ヤマビルは靴から上がって足を吸血することが多いので、長ズボンと厚手の靴下を履き、ズボンの裾を中に入れるなどして、隙間をなくしましょう。

・手袋や帽子、襟巻きを付けて進入を防ぎましょう。

☆衣類、靴などへの付着防止

忌避剤（きひざい）として食塩水20％、木酢液（もくさくえき）50％、防虫スプレーなど塗布する。
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木酢液（もくさくえき）の無償配布

市では忌避・除去剤として「木酢液」を用意しております。小鮎公民館、森の里公民館、玉川公民館、上荻野分館にて配布しております。なお、「木酢液」は衣類や肌に付着すると臭いがとれにくいので、注意してください。また、芝生や庭木、樹木等の根元周辺に大量に散布すると、枯れることがありますので、配慮してください。

問合せ先　厚木市農業政策課　森林鳥獣対策係　電話046-225-2８１３
・　忌避剤の使用


吸血予防のためにヤマビル生息地に入るときは、前もってヤマビル用の忌避剤を衣類等に塗布する。
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・ 家屋周辺の環境整備　　　　　　　　　・ 野生動物の侵入防止


草の手入れ、落ち葉の片付け　　　　　シカやイノシシ用の柵設置


などを行い、日当たりをよくし乾


燥させる。
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